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30年アンネのバラ
アンネの想いと
共に、歩み続ける…

キアラ館礼拝堂と並び、学園のシンボルであるアンネ
のバラ。学園で初めて開花して、今年で 30 年を迎え
ました。アンネの想いはどのようにしてこの学園にた
どり着き、広がっていったのか。今回はその軌跡をた
どります。

旭東
小学校 

https://www.icc.ac.jp/edu/about/tsunagu/official_news_letter.html


Souvenir d'Anne Frank Laat me mezelf zijn
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私が私として生きることを、
許して欲しい。 -アンネ・フランク-

アンネ・フランクを
知っていますか？

　アンネ・フランクは、1929年に父・オットーと、母・エーディトの次女として、ド
イツのフランクフルトのユダヤ人家庭に生まれました。1939年に第二次世
界大戦が勃発。戦争が激化するにつれ、ドイツではナチスが台頭し、ユダヤ
人迫害を始めます。フランク一家はそれらを避けるために、オランダのアムス

テルダムへ移住。父・オットーの経営する会社兼倉庫の屋根裏部屋を『隠れ家』として居住することにな
りました。しかし、1944年8月、密告によって『隠れ家』の存在が知られ、突入したナチスによって強制収
容所へ連行されてしまいます。アンネ・フランクは終戦の直前、強制収容所でチフスにかかり、15年の短
い生涯を閉じることになりました。
　終戦後、『隠れ家』の住人の中で、唯一生還できたのは、アンネの
父オットーただひとり…。アムステルダムに戻ったオットーは、『隠れ
家』の生活を支援していたミープ・ヒースが保管していた日記や文書
を受け取り、『後ろの家（アンネの日記）』として出版をしたのです。『アンネ
の日記』には、不自由な生活や、家族、同居人との人間関係。また、
ナチスに怯えながら極限の緊張状態で過ごすなかでも、将来への
可能性や生きる希望を見出す姿が書かれています。

　茨城キリスト教学園にアンネのバラがやって
来たのは、1994年のクリスマスのこと。
近隣の聖イエス会マリヤ教会から苗木が寄贈さ
れ、キアラ館の前に植えられました。翌年（1995年）
に初めて開花。そのうち1株を学園中学校に贈っ
た際、原谷チャプレン（当時）は新聞の取材に、「こ
れからみなさんのお力添えで少しずつ株分けを
して、県内の小、中学校などにお譲りしたい。アン

ネのバラを通じて命の尊さ、自然を慈しむ心、弱いものへのいたわりを含め、平和へ
の願いを自分たちの問題として見つめていってもらえたら」と語っています。また、あ
る学生は「ドイツの強制収容所を訪れた際、アンネのバラのことを思い出して身震
いした。極限の中にあっても他者へのいたわりを忘れず、生きる希望を見失わな
かったアンネの思いを私も受け継いでいきたい。」とバラが伝える、平和への願いを
話していました。

アンネは日記の最初のページに、あなた（日記）になら、
これまでだれにも話せなかったことを打ち明けられそうです。
どうかわたしのために、大きな心の支えと慰めになってくださいねと記している

学園に根づいたアンネのバラ
花開くアンネの祈り

歩み続ける
アンネの想い…

アンネのバラの誕生と、日本に
広がる愛と平和への願い

平和の大切さ、自然を愛する心を
伝えたい…ボランティアの活動

　「バラを接ぎ木して子ども
たちに贈り、花に込められた
アンネの思いを知ってもらい
たい」当時のチャプレンの言

葉を人づてに聞き、那珂町（現:那珂市）の農家・浅野益之さんが協力を申し
出てくれました。30個の芽を摘み取り自宅のハウスで接ぎ木をして、2001年に
は20株の苗木づくりに成功しました。以来浅野さんは毎年バラ作りに協力し
てくれました。また、公開講座でキャンパスを訪れたバラ愛好家の鯨岡浩子さ
んが元気がなくなっていたアンネのバラを見て、手入れに協力してくれることに
なりました。
　バラをつなぐ縁はさらなる広がりを見せ、2017年に、キリスト教センター職

員（当時）の鵜澤未央さんがリーダーとな
り、アンネのバラプロジェクトが発足。以
来学園の有志がボランティアとして携
わっています。
　昨年（2024年）の1月、20年以上携わっ
て下さった浅野さんが逝去しました。生
前に熱心に教えていただいたことはプロ
ジェクト有志へと引き継がれ、これからも
アンネのバラと学園は平和への願いを伝
え続けていくことでしょう。アンネのバラに長年携わってくださった

浅野益之さん

アンネのバラプロジェクトメンバーと
ボランティア生徒

正門のバラを手入れする
プロジェクトメンバーと学生ボランティア

アンネのバラ苗木贈呈式の様子

学園のバラを紹介します
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アスリート 柴田弥聖さん
インタビュー
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日立市長表敬訪問の柴田弥聖さん

U��決勝エントリー（ダンマーム’25）

日立市長表敬訪問でメディア取材も。

U��表彰式（ダンマーム’25）
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日本陸上競技連盟ウェブページ
からU��決勝や表彰の動画を
視聴でき
ます。

https://www.jaaf.or.jp/

日本陸上競技連盟

【柴田さんのコレ！好き！】
好きな食べ物は、カレーライ
ス(甘口）とチョコやお菓子
試合が近づくと甘いものは控え
ているそうで、レース後には我慢
していたものをご褒美で食べる
こともあるみたいです。

　現在もその意志は引き継がれ、学園は
2001年より県内の幼稚園･保育園、小・
中学校、高等学校、養護施設や老人ホー
ム、企業や個人の方などに、苗木を配布し
ています。
頒布を始めて今年で25年目となり、延べ
500本以上の苗木が学園から贈られてい
ます。
　今回の表紙は苗木を受け取った方々か
らの写真の一部を紹介しています。
　また、最近ではメディアでも取り上げら
れて、苗木の希望者や見学者も増えてい
ます。残念ながら株の育成の関係で、今
年の頒布はできませんがこれからもバラ
の想いを広げる活動を続けてまいります。

　第一次世界大
戦の傷も癒えない
1925年、ベルギー
の園芸家デルフォ

ルフェは、人 に々喜びと、民族間の相互理解を深めることを祈って
花の育苗所を設立しました。時は経て第二次世界大戦後のある
日、アンネの日記の愛読者でもあった彼はオットーに出会い、彼が生
み出したもっとも美しいバラをSouvenir d'Anne Frank（アンネの思い
出/1960年）と名付け、オットーに捧げたのです。
そして、11年後（1971年）イスラエルを訪問公演していた日本のプロテス
タント教会聖イエス会のしののめ合唱団がたまたまレストランに居
合わせたオットーと出会い、交流の後、翌年12月25日、オットーから
バラが贈られます。しかし、輸送に時間がかかり枯死寸前で、専門
家に委ねるも、9本が枯れてしまいました。
バラを贈られてから２年後の春（1973年）、生き残った1本が京都で開
花し、その後様 な々人 の々協力で現在日本に広がっているのです。

キアラ館前花壇

学園正門前花壇

中高中庭花壇

認定こども園
みらい園前花壇

図書館２F屋外

立ち入りできませんが、
２Fラウンジから見ることができます。

シオン館前花壇
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アンネのバラは四季咲きで、
学園では５月に一斉に満開に
なります。

https://www.jaaf.or.jp/
https://www.jaaf.or.jp/
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産学官連携プロジェクトが始動
しました！

茨城県、株式会社ヨークベニマルと共同で実施する「適塩弁当開発プロジェク
ト」がスタートしました。県民の塩分摂取量を減らし、健康長寿日本一を目指す
取り組み「いばらき美味（おい）しおスタイル」と連動する形になります。2025
年10月24日より考案したお弁当がヨークベニマルの茨城県内各店舗で販売
される予定です。

学　
　園

IC Work-Life
教職員の休暇制度をさらに充実！

高等
学校 1・2年生の校外学習

この原稿を書いている今、学園は、アンネのバラが満開で咲き誇っている。
学園で初めてアンネのバラが開花して今年で30年。四季咲きのバラは、今年も真紅、黄金色、ピンクと色を変える。
本当に美しい。だが、アンネの平和への祈りは、今も世界中で必要とされる状況が続いている。
今回は学園で紡がれてきたアンネのバラの想いをたどった。
高校のアスリートたちの活躍が頼もしい。今回はその中で、U18アジア選手権の女子200メートルで銀メダルの快挙

編
集
後
記

最後までお読みいただきありがとうございました。次号vol.13は、2025年10月発行予定です。　　
皆さまの声をお聞かせください。
Webアンケート実施中

4

を果たした柴田弥聖さんにお話を聞いた。運動部も文化部も、暑い夏が迫っている。　 　（2025/06/02）　
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学校 体育祭を実施しました！！

前日の夜まで雨が降り続いていましたが、開始
前には天候が回復し、ちょうど良い気温にめぐ
まれたため、無事に体育祭を開催することがで
きました。トラック競技は行えなかったもの
の、フィールド競技では参加者がお互いに協力
し合い、大いに盛り上がりました。

こど
も園 あいぐみコンサートを実施しました

5月15日大学11号館前の広場にて、「あいぐみコンサート」
を開催しました。子ども達の日常の生活の中からリトミッ
ク、合奏、うたを発表。子ども達から「ドキドキしたけど、拍手
をしてもらえて嬉しかった」という声があり、一つひとつ経
験を重ねながら成長する頼もしい姿に心が躍りました。たく
さんの温かいまなざしと拍手をありがとうございました。

ホットトピックス
では学園や各設置
校のイベント活動を
紹介しています。

4/22(火)は高校2年生が横浜に、4/23(水)は
1年生がお台場に、それぞれ校外学習に出かけ
てきました。「まちなかENGLISH QUEST」（通

称まちクエ）といって、
外国人とチームを組ん
でAll Englishでミッショ
ンをクリアしていく探究型フィール

ドワークです。街のあち
らこちらで、各チームが
作戦を立て協力しながら
ミッションをクリアして
いく様子が見られました！

教職員一人ひとりの仕事と生活（Work-Life）
のウェルビーイング向上をめざして、4月か
ら学園の休暇制度が新しくなりました。
「ウェルネス休暇」「ボランティア休暇」「年次
有給休暇の積立制度」の３つの制度を新設し

茨城新聞（有料）
記事はこちら

➡

学園ページ
IC Work-Life

➡

記事はこちら
➡

２年校外学習

➡

１年校外学習

➡

⬇
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たほか、専用のイントラ
ネットを整備し
て申請も容易に
なりました。
茨城新聞にも記
事が取り上げら
れました。

https://forms.office.com/r/Ay5FJQWU3n
https://www.icc.ac.jp/academics/life/fod/news/detail/20250507_F.html
https://www.icc.ac.jp/ich/topics/2505_taiikusai.html
https://www.icc.ac.jp/ich/topics/mppjqi0000001fff.html
https://www.icc.ac.jp/ich/topics/sjenkl0000001e3f.html
https://www.icc.ac.jp/edu/2024/250414.html
https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=17477395190315



